
第3次総合計画（素案）が示す、名寄市の「学校教育」　の基本方針　まとめ

将来像

「ここでいい」から「ここがいい」へ
人のつながりと四季の恵みで幸せな未来を創るまち　なよろ

重点プロジェクト2
学びで人が集まるまちプロジェクト

・生涯を通じて、自分の可能性を切り拓いていく学びを支援します
・本市の特色を活かした教育等に取り組むとともに、世界と地域をつなぐ人材を育て、
人が集まり、人が育つ、好循環を生み出すまちを目指します

義務教育の充実 すべてのこどもたちの可能性を引き出し、キラキラと輝く生きる力を育む
名寄の特色を活かした学校教育の実現を目指します

1 キラキラ生きる力を
育てる教育の推進

多様なこどもたちを包摂する
柔軟な教育課程
主体的・対話的で深い学び

2 地域とともにある
学校づくりの推進

学校と地域がパートナーとして
連携・協働
地域の特色を活かした学校づくり

3 社会の変化や多様な
教育ニーズへの対応

多様なこども一人ひとりに
寄り添う支援体制
ICT・外国語教育・部活動改革

4 安全・安心で豊かな
教育環境の整備

安全・安心で快適な
学習・生活環境の確保
魅力ある学校のあり方等を検討

・教育の質の向上…社会の変化や地域の特色を反映し、「余白」※を創出した柔軟な教育課程を通じて、すべてのこどもの可能性を引き出します
・誰一人取り残さない支援…小中学校間の切れ目のない支援、障がいのあるこどもの学びの場や教育課程、個々のニーズに応じた受皿を充実します
・学校・地域・関係機関の連携…教育の質の向上のため学校と地域が相互に支え合う教育体制を構築するとともに、教育相談体制充実のため教育相談センターを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 拠点に関係機関等との連携を進めます
・持続可能でより良い教育環境の実現…安全・安心な学習・生活環境を確保するとともに、中長期的な視点から小中学校の望ましい規模・配置等を検討します

主な施策・取組

資料２

【基本計画V－２】 目指す姿

学校の小規模化や施設の老朽化といった現状を踏ま
え、次代を見据えた教育環境の整備や地域の実情
に応じた魅力ある学校のあり方等について検討します

基本的な方向性

1

※余白：教育の質の向上のための時間的余裕



「名寄市総合計画（第３次） 基本構想・基本計画（素案）
　(令和８年７月) より、「学校教育」に関連する事項等のみ抜粋

《総合計画の役割》
①各施策分野における政策および事業の根拠
②名寄市を経営していくための総合指針
③市民のまちづくりの共通目標

《基本構想》
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《重点プロジェクト》
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《基本計画》
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